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電力安定供給に係る内外の制約の深刻化や地球環境問題の緩和・解決に向けて，総合的かつ合理的な電力マネジ
メントの実現が重要である．当研究室では，環境性・安定性・経済性に優れた電力供給システムの運用・計画支援手
法を開発している．本発表では，配電自動化システム，需給制御システムの例を紹介する． 

最近の研究成果 
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1. 再生可能エネルギー協調型配電自動化 
   システムの開発 （発表論文(1), (2)） 

 配電ネットワークの運用形状は，電力流通に直接作用す
る最大の要素であり，スマートグリッドの実現には再生可能
エネルギーの導入拡大に対応した配電自動化システムの
開発が急務である． 
 本研究は，社会的追加費用を最小限に抑えつつ，再生可
能エネルギーの導入促進と再生可能エネルギーと調和した
配電ネットワークの高度運用の実現という異なるニーズを
バランス良く達成するネットワーク形状制御方式を開発する
ことを目的とする． 
 
 
 
 提案した 
 配電ネットワーク 
 形状制御フロー 
  
 （ロバスト配電自動化） 
 

2. 小規模エネルギーネットワーク向け需給制御 
   システムの開発（発表論文(3)） 

 再生可能エネルギーの不確実性を補償する効果的な手
段として，出力可制御電源や電力貯蔵装置と組み合わせた
小規模エネルギーネットワークの構築とその需給制御シス
テムの開発が有力視される． 
 本研究は，地産地消型エネルギーネットワークの実現に
向けて，環境性・経済性と共に安定供給性にも配慮した需
給運用を支援する，新しい需給制御方式を開発することを
目的とする． 
 
 
開発した小規模エネルギー 
ネットワーク向け需給制御 
システムの処理フロー 
 
（地産地消電力マネジメント） 
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Applicable targets of the proposed framework
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demand and DREG outputs

Input
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入手可能なデータからニーズに合った“最適化” 
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信頼性重視型目標形状 

再エネ活用型目標形状 

現状とニーズに合わせた 
適切な配電形状の決定 
→ 安定的・効率的な電力供給実現 
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1. 配電自動化システム関連 

配電ネットワークモデル 

オフライン地産地消型計画 オンライン地産地消型制御 

不確実性に確実に対応し得る需給計画の決定 
→ 環境性・経済性・安定供給性に優れた電力供給実現 
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●発展型（電力市場取引，メガソーラ事業対応） 

価格変動対応型 

2.需給制御システム関連 
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Applicable targets of the proposed framework

 Observed data for 
demand and DGs

Input

Input
 Predicted data for 

demand and DGs
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state of DGs etc.

Network 
reconfiguration 

control

Loss reduction, CO2 
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市場価格に応じた 
発電量調整 
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